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ドイツ フランクフルト市の「ゲーテ大学」と協定締結 

～横浜市のパートナー都市間連携を通じた大学の学部間で協定を締結～ 

 

横浜市立大学国際総合科学部は、大学のグローバル化促進の一環として、平成 28年５月３日（現地

時間）にドイツ フランクフルト市にあるゲーテ大学の経済・経営学部と現地で協定を締結しました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

１．協定締結の経緯  

   平成 28年 １月 ペーター・フェルトマン フランクフルト市長が横浜市、横浜市立大学を訪問。 

            フランクフルト市長より両市間の学術交流推進の方向性が示された。 

     ３月 APAIE 総会（※）にて本学協定交流担当者とゲーテ大学協定交流担当者が面会 

            し、交換留学について協議。 

  ５月 現地時間３日午前 本学 岡田副学長がゲーテ大学にて協定書に調印。 

          ５月 現地時間３日午後 フランクフルト市訪問中の林 横浜市長に本学 岡田副学 

            長から調印締結について報告。 

  

        ※APAIE総会：アジア太平洋地域の高等教育機関の国際化推進及び、大学の国際教育 

               担当者が交流する場を提供することを目的として 2004年に設立された 

              団体の年次総会。 

      APAIE…Asia Pacific Association for International Educationの略 

裏面あり 

公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 記 者 発 表 資 料 

平成 28 年５月 11 日 
グ ロ ー バ ル 推 進 室 

5 月 3 日午前 調印式（ゲーテ大学） 

本学岡田副学長（左）とゲーテ大学 

マウラー経済・経営学部長（右） 

5 月 3 日午後 市長へ協定締結報告 

（フランクフルト市庁舎） 

横浜市林市長（中央右）と本学岡田副学長（中央）。

岡田副学長の左隣がフランクフルトのフェルト

マン市長  



 ２．協定の内容 

   教員・学生の交流（交換留学）を含む、学術交流 

 

 ３．今後の予定 

   平成 28年秋  本学内で交換留学生募集 

   平成 29年 8月 交換留学生第 1期生派遣、受入予定  

 

 ４．ゲーテ大学について 

   市民からの寄付により 1914年に設立された「市民大学」。正式名称は、Johann Wolfgang  

  Goethe-Universität Frankfurt am Main／ヨハン・ヴォルフガング・ゲーテ大学フランクフルト・ 

  アム・マイン。開放性や市民参加を軸に発展してきたフランクフルトの名門大学。フランクフルト 

  出身の文豪ヨハン・ヴォルフガング・ゲーテにちなんで「ゲーテ大学」と呼ばれる。 

   16学部を擁し、学生数は、46,547人。うち、留学生は 7,302人で、留学生の出身国は 125カ国と 

  多くの留学生受け入れ実績を持つ大学（ゲーテ大学 Webサイトより）。 

   経済・経営学部は、同分野でドイツでもっとも魅力的な学部のひとつ。国内外の企業が学生を採 

  用しようと集まる。学生数は約 5,000人で、経済・経営に係る多彩な教育を提供している。 

 

  ＜ゲーテ大学 キャンパス＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

グローバル推進室長  富田 勇一  Tel 045-787-8943 

 

＜参考＞ 

◆横浜市立大学 国際総合科学部 

学生数：3,186 人（内、留学生 30 人） 

※平成 27 年 5 月 1 日現在 


